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を明らかにした。岡野 (2000:753)は「とはずがたり」

を代表とした平安和文における複合動詞の特徴を調査し，

一部の複合動詞の構成はもともと和文に存在していなか

ったが， r漢文訓読語の和文への浸透，あるいは和文語・

漢文訓読語といった区別の唆味化の事象として捉える」

ことができると指摘した。青木 (2006:7)は「水鏡」に

おける複合動詞の諸相を分類し，一部の複合動詞は漢語

から直訳してきたものであり，漢語の宇面をそのまま日

本語に置き換えたものであることを明らかにした。これ

らの研究はいずれも古代和文における複合動調は漢文の

動詞に影響されたことと例証し，影響の可能性のみを示

したが，表現法や文体論の視点に偏る一方，語構成の範

時で漢文法の語構成法則に影響された語葉群の特質，影

響の動機付けなどの体系的な把握はまだ考察する余地が

ある。

これまでの研究に基づき，本研究は次の三つの問題点

を明らかにしたい。

(1)和文において複合動詞はどのような漢文の語構成

規則に影響されたのか。

(2)漢文劃l読文において和語と漢語の複合動調にはど

のような関連性が示されたのか。

(3)語構成の影響にはどのような動機付けがあるのか。

1 漬文に影響されるニつの悟構成規則

古代日本語における意味構成形式について 2)，先行研

究における複合動詞の分類基準と語構成規則はそれぞれ

異なっているが，列挙した用例を概観した上，漢文の語

構成に影響された和文の複合動調は主に二つの典型的な

類別があるのがわかる。

まず，古代日本語における複合動調の構成諸類別の中

で，例 (4)における「叫びおらぶJ，r臥い伏す」のよう

に「並列動作の累加」の意味構成形式はかなり使用度が

低いとされる，) (野村 1971:70;藤井 1989:2)。徳本

(2009:116)の統計によると，上代の三つの文献におけ

る「並列」を表す複合動詞の比率は表 1に示される。

(4) a菟原壮土い天仰ぎ些立主主立地を踏みきかみた

けびて。(万葉集・ 1809)

b世の人なればうち騨き床に昆じ』主主痛けくし日

に具に増さる。(万・ 3962)

上記の調査によると，ジャンノレによって並列複合動詞

の使用率に大きな差が見える。和文体における低使用率

に対して，漢文の影響が強い続紀宣命における使用率は

かなり高い。このような「並列」複合動詞が宣命の中に

大量に現れる原因について，藤井 (1989:15)は「仏教語

や詔勅語を中心とする漢語を取り入れておりー漢語的表

現が多く見られること」を挙げ，漢文の語構成規則の影

響を指摘した。

衰 1上代資料における「並捌」の複合動閤

資料名
「並列」複合動

調数

資料の複合動

詞総数
比率

万葉集 104 1035 10.0% 

記紀歌謡 6 103 5.8% 

続紀宣命 27 160 16.9% 

また，もう一つ漢文に影響された典型的な語構成の類

別は例 (5)における「行き疲れるJ，r恋ひ死ぬ」のよう

な「手段 結果」を表す複合動調とされている(青木

2006目6-9;徳本 2009:117)。

(5) a宝枠の道笠主遼主稲席しきても君を見むよしもが

も。(万・ 2643)

b我妹子に我が率立亙主ffそわへかも神に負ほせむ

心知らずて。(万・ 3566)

表2上代資料における「手段結果」の複合動罰

資料名
「手段結果」 資料の複合

比率
複合動詞数 動詞総数

万葉集 15 1035 1.4% 

記紀歌謡 。 103 。%
続紀宣命 。 160 。%

徳本 (2009:116)の統計を見ると，上代資料における

「手段ー結果」 ωの意味構成形式の複合動詞は表 2にま

とめられる。ジャンル別の区別は見られないが，データ

全体を見ると，中古以前の日本語において「手段結果」

の複合動調の用例はほとんど見当たらない。それに対し

て，藤井 (1989，1990)，青木 (2006)の研究に挙げられ
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た漢文から浸透した語構成の用例についてはいずれも半

数以上が「手段ー結果」の意味構成形式であるので， r手

段ー結果」を表す複合動詞の発達は漢文の語構成規則に

影響されたものと考えられる。

先行の諸説に示されたデータを見ると， r並列J.r手段

ー結果」の意味構成を表す複合動調は漢文の語構成規則

に影響された複合動詞の典型的な例である。先説に提示

した影響の可能性にもとづき，次節からこの「並列」と

「手段結呆」を表す複合動詞について，漢文訓読文に

おける用例および影響の動機付けを詳述する。

2 r並列」複合動聞に対する漢文剛院の膨響

「並列」を表す複合動詞の語構成は上代からの漢文資

料の司l晴によく見られる。例えば，例 (6)は「続紀宣命」

に現れる「並列」複合動調の司I鷹例であり，例 (7)は藤

井 (1989)に挙げられた日本書紀の古訓の用例である。

(6).ネガヒモトム・夫君の位は盟主以て得事は甚難。

(続日本紀宣命・第45詔)

bアラハシシメス:天皇御霊たちの裏賜ひ撫賜ふ

事依て星ム丞給ふ物在しと念召。(宣命・第 13

詔)

cオコシサカエシム・猶し法を塁墜しむるには人

に依て鑑ひろむる物に在。(宣命・第41詔)

dオヂオソリ:御命を頂受給り歌び貴み盟主盈旦

て・・ (宣命・第25詔)

(7) a不久如言被其並蓋(カスミカスマ)0(十九・ 70)

b誰能激揚大節。可以堕蓋(アラハシアラハノレ)。

(十五・ 402)

c次弓削守屋大連手脚量墨(プノレヒワナナキ)而

謀。(二十・ 116)

d率性任真。無所撞盤(ナホシカザノレ)。天皇愛

之。(六・ 175)

e廓不具給。重重(ワヤマヒアガム)特異。(二

十四・ 202)

f此神有勇惇以安忍。且常以塁並(ナキイサツ)

為行。(ー・ 10)

上例を見ると，前項と後項の訓読は一般的に類義語の

形である。意味上，一種の「並列」を表しているのがわ

かる。このような語構成の規則は漢文訓読文によく見ら

れる。

上例のような並列複合動調に対して，よく「一司11]や

「岡語反復」などの形式で訓読される例がある(藤井

1989:9;阪倉 1966・439)。例 (6)，(7)のような訓読を見

ると，もともと並列複合動詞のような語構成は日本語の

意味構成形式にはないと考えられる。また，中古の漢文

訓読資料において，二語で生硬の訓読でなくても，並列

の漢文動詞を訓読し得る。「ー訓」や「同語反復」の訓読

例を収集した結呆，例 (8)，(9)が示すように，中古仏

典の劃l読によく見られる現象であることがわかった。

(8) a甚探空性骨巳了知。

甚凍の空性とを皆己に了(しら)し知(しら)

主主，復疑惑無し。(金光明・巻 1)

b鵠還各向其君長稽歎法師之美。

畳旦塁i旦よヱ各其(ノ)君長ニ向(ヒ)テ

法師(ノ) [之]美ヲ称歎シテ・・ (法師伝・

巻 1)

c循環表柱，宛樽而上升高雲際。

表柱に循環シテ宛転(し)而高雲の際によJL
ボ) リ升(ノボ)Iレ。(西域記・巻 1)

(9) a特非主i乗執規矩局稗大方耶。

将に規矩を塞塾i上)9 'T以て局て大方を釈す

るに非(ず)や[耶Jo (義疏・序品初)

b僧徒粛穆，精勤匪怠。

僧徒粛穆(ツツシ)ムデ精勤(し)て怠(る

こと)匪し。(西域記・巻 1)

c仲立宮門，嚇望所至。

宮門に件立(タダズ7) フて至(る)所を瞬

望す。(西域記・巻 1)

上記の例を見ると，動詞の並列は日本語元来の語構成

規則とは相容れない意味構成形式であるが，並列複合動

調が中古以降の日本語に多く使用されているのは事実で

あることが分かる。その変容の原因を遡ると，やはり漢

文訓読の影響がある九中古の訓読資料における並列複

合動詞の用例調査では，調査資料の訓読文7作品の各一

巻のテキストから並列複合動詞の用例，全237例を抽出

した。調査したテキストにおける複合動詞の異なり語数

は合わせて 728例で，全体の 32.6%を占めている。これ

らの複合動調は次のような訓読が見られる。
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昇上(あがりのぼる)，憤滋(おこりいかる)， 

言談(いひかたる)，鷲怖(おどろきおづ)， 

欺凌(あざむきしのぐ)，充塞(みちふたがる)， 

崇敬(とふとぴうやまふ)， 

この調査結果の全語例を付録の表3にまとめる。表3

の調査結果を見ると，並列の意味構成形式は漢文削読に

よく現れる語構成であることが分かる。この構造は日本

語に余剰的な語構成(田dun血ncy)であると言える。 V1

とV2は同じ語葉概念構造を表すので，どちらかがなく

なっても意味構成は変わらない。たとえばV1十V2=V1

の語構成があれば，V2は余剰要素と言える。したがって，

並列複合動調の語構成の過程は余剰要素の複合化である。

ところが，中古中国語の一つの重要な特徴として，動詞

の屈折的な形態がなくなり，分析的な形式への変容があ

る。形態的な変化が消滅するにしたがって，三音節

(disy11ab1e)の動調が必要となった(貌 2∞3・78)。中古

中国語の資料における漢訳仏典は最も多く二音節の動詞

が存在するテキストと思われる ω(朱 1992:11;貌

2003:78;朱 2009:14)。また，中古中国語において類義の

他動調や非能格動調の累加がよく見られる統語構造であ

る。このような統合的な関係が模造され，日本語では余

剰要素が複合化して語内要素に変容するロ日本語には「動

作の連続」と「同時進行」の語葉概念構造の他に，漢文

訓読の影響によって「並列」の概念構造も成立した(藤

井 2001:17)，例えば (10)における例はこのような概念

構造の語例である。この概念構造を見ると， V1 /:: V2は

完全に同等の意味を持っている。実際には， V1とV2が

同時に発生する動作というよりも，むしろ両者は岡ーの

動作をあらわすと言える。

(10) a有聞是j経能為他演説。

若有(ら)むヒトは是の経を聞キ，能ク他の

為に車三盟主… (金光明・巻 1)

b久修諸苦行間生懐惜心。

久(しく)諾の苦行を修(する)をば，聞ク

ヒトハ:昆芝盟主心を生ず。(地蔵・序)品

c迦駕之日乃可開授。

駕を廻サム[之]日，乃(ち)盟生盈之可(し)。

(西域記・巻 1)

d即首自手掃除持出棄之持水操濯潟水。

即(チ)嘗(ニ)自(ラ)手をモチテ掃除(シ)

て持チテ出(シ)て之を棄イよ，水を持(チ

テ)盗主よ童五三水(ヲ)潟ス。(威儀

経・ 245)

収集した上記の用例を見ると， f演ベ説くJ.f懐ぢ悟るJ，

「開け発く J，f操ひ濯く」のような語例はいずれも V1

とV2が同時に発生することを表す。また，例 (11)を

見ると，漢文訓読の影響を受け，このような余剰要素の

複合化が中古から和漢混滑文をはじめ，他のジャンノレに

使用される可能性がある。この用例を観察すると，もと

もと余剰要素であった同等意味の動詞が語内要素として

日本語に受容され，一種の強調や類義補足などの複合語

に変化した7h

(11) aその事を承りたる人二人ながら量宣塾生l.汗

を流して寄らざりしかば。(水鏡)

b是を盟旦丞笠し者どもは皆死にけり。(宇

治拾遺・巻2)

c虞言の事は，ふみはなくてただとはせ給ひけ

れば，ことの有さま，又旦ム2ごなどしけ

り。(今鏡)

d但シ，師子ノ時ニ至テ，重之丞主止ナムトス。

(今昔物語集・巻7)

以上の調査から，日本語における「並列」複合動詞の

語構成の規則は漢文訓読を真似てできたものであること

がわかった。この過程の本質は動詞連続の日本語化であ

る。この過程で，漢文における二音節の動詞が日本語に

取り入れられ，同等意味の動詞が累加される。このよう

な動詞連続の構造は日本語では余剰的な動詞表現である

が，同等意味を持つ動詞が複合化して一語化するように

なった。

3 r手段ー結果」複合動聞に対する漫文剛院の影響

日本語の複合動詞の研究で，例 (12)のような「手段

結果」の意味構成形式は通言語的な現象として捉えら

れる(影山・由本 1997:76)。

(12) V1の結果， V2 

溢れ出る，溺れ死ぬ，折れ曲る，崩れ落ちる，死

に絶える，染みつく，流れ着く，泣き濡れる，
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渉み出る，抜け落ちる，飲み潰れる，走り疲れ

る，降り積もる，待ちくたびれる・・

V1することによって， V2 

打ち上げる，折り曲げる，噛み付く，切り砕く，

指し取る，飛び上がる，拭き取る，焼き切る，

駆け寄る (陳 2009:83)

このような構造は単なる動作の連続という複合ではな

く， V1とV2に関連する項構造に大いに関わっていると

考えられる。したがって， V1とV2を構造要素として歴

史上の「手段結呆」の意味構成の形成を観察する必要

がある。

上記の諸説を手掛かりにすると，意味構成形式「手段

結果」の複合動調は漢文から模造したものだと考えら

れる。徳本 (2009)の調査データと比較するために，司I1

読資料における複合動調の用例調査を行った。付録の表

4に列挙した複合動調は訓読資料の各一巻のテキストか

ら抽出した「手段ー結果」の用例，全 86例である。調査

した複合動調の「異なり語数」は合わせて 728例あり，

11.8%の比率を占めている。これらの複合動調は次のよ

うな訓読が見られる。

飲酔(のみよふ)，採乾(とりひる)， 

魁傷(きりやぷる)，擁去(はらひさる)， 

招集(まねきあっむ)，備足(そなわりたる)， 

折砕(おりくだく)…

この調査結果の全語例を付録の表4にまとめる。上記

の徳本 (20ω)の調査結果を見ると，万葉集における「手

段結果」の意味構成形式は異なり語数 1035例の1.4%

を占めている。この結果と比較してみると，かなり差が

あることがわかることから， r手段ー結果」の語構成は漢

文に影響された意味構成であると考えられるぺ

また，中古和文資料に対する漢文削読の影響を観察す

るために，東辻 (2003)の平安時代の複合語索引を調査

資料として，総数56ジャンルのテキストで用例調査を行

った。調査対象は「手段ー結果」の意味構成をあらわす

V2の複合動詞の代表的な 6項目である。調査結果を付録

の表5にまとめる。調査対象とした複合動詞の後項は次

の6項目である。

~死(しぬ)， ~落(おっ)， ~切(きる)， 

~砕(くだく)， ~破(やぶる)， ~毅(こほっ)

この調査から，典型的な「手段ー結果」の複合動詞は

ほとんど漢文に大きく影響された和漢混清文などのジャ

ンルに存在することがわかった。中でも仏教説話のジャ

ンルに最も用例数が多い。表6に，異なり語数2語以上

のジャンノレを列挙する。「今昔物語」の用例数は極端に多

いが，本文の分量を考えると，他の和漢混構文における

「手段結呆」複合動詞の出現率とは大差がないと考え

られる。

表6和文文献における「手段ー結果」複合動詞の出現敵

作品名 出現数

今昔 47 

宝物 5 

宇津保 5 

三宝 4 

枕 4 

打開 3 

古本 3 

源氏 3 

法華 2 

寝覚 2 

崎蛤 2 

拾遺 2 

以上の二つの調査から， r手段ー結果」の意味構成形式

は漢文から影響されたものだと判断することに異議はな

い。古代日本語は「統語的能格言語」とされてきた(柳

田 2006)。日本語の能格性は主に形態的な格標示と語順

の制約にあらわれるが(柳田 2006:181)，動詞には能格

性の特徴が見られないへ一方，中古中国語における能

椿性は動詞の形態対立から変化してきたものなので，能

椿性の対立がまだ動調の統語構造に残留していて，日本

語の項構造とはかなり異なっている。この理論に基づく

と，中古中国語の動詞構造は自・他の二項対立ではなく，

他動調・非能格動詞(四国富山vev，帥s)・非対格動詞

(unaccusative v町"bs)の三項対立である 10)。他動調と非

能格動詞の場合は中古日本語と大差ないが，非対格動詞

の項構造は下記のように組められる。
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(13) S+Ví四 S~O

A+Vi田刊) (A によって 0がV田)

(13)の項構造を見ると，非対格動詞の統語構造は他

動詞と同じである。いずれも X+V+Yの形式である。

したがって，中古中国語にX+Vt+YとX+Vi田+Yは統

合的に再分析される可能性がある。つまり，二つの統語

構造が同じ X.Yの項を共有することが可能となる。 X

+Vt+V，回+Yの概念構造は (13)のように趨められる。

(14) LCS1 +LCS2 =今 [[LCS2(YVua)] BY [LCS1(X 

Vty)ll 

whi回 皿&F田Uesvig(2012)は上代日本語には VtVua

のような動調の複合がないと指摘した。下記の訓読資料

の例を見ると，漢文における Vt+Vi皿の結合はそのまま

日本語に訓読された。 Vtと羽皿は中古の漢文における構

造要素であるが 11)，日本語の統語構造に相容れないので，

それぞれ複合化して一語化した。

(15) a寺有翠堵波相輸措襲。

寺は翠堵波相輪有(り)テ量全塾主主 (法

師伝・巻2)

b主今更立伽藍不敢擢致。

王(今)更に伽藍を立(てよ)0 [不]敢盤主

塁'7;/ロ(西域記・巻 1)

(16) a那咽羅山街繍相望便即崩墜。

那咽羅山ト初練(として)相望て，便即(ち)

昼と皇i主L三。(西域記・巻 1)

b唯恐失墜恭負先王。

唯(し)恐ラ(く)はゑ与皇i之7'")サムコ
トヲ..恭(く)先主に負(く)ことカムヤ。

(法師伝・巻3)

さらに，和文の定着に従い，漢文における非対格動調

が日本語にV2として他動詞であらわれる例が多くなる。

中古日本語では，同じ語構成の複合動調の V2は活用変

化によって非対格形式と他動形式の三種類の構造要素が

共存する。次の例は一般的な用例である。

(17) aものどもにとりかかりて...:2企金三星主給ふ。

(宇津保物語)

bおそばへて.rあれ担主主1主主エむ」と腹立ち

ののしれば。(落窪物語・巻 1)

(18) a此ノ城ノ内ノ地，皆，熱キ灰ニシテ，盤全盛

タノレ火深シ。(今昔物語集・巻9)

bなにのかひかあらん。身ひとつをのみ主立i_

主~心ちす。(崎蛤日記・中)

(19) a中の君の御方に参りて見たまへば，之主藍主

主1主扉風ー具ばかり (宇樟保物語)

b蔵ノ前ニ来テ見ノレニ，蔵ノ戸互主盤d'9 .人

入ニタリト見ユ。(今昔・巻 10)

上例のような他動形式の用法は，意味構造の面で非対

格形式となんらかの関連があると考えられる。影山

(2ω4:122)は上記のようなV2の他動用法への転化は一

種の「使役変化」と指摘した。つまりv2は使役変化 (w

CAUSE [YBECOME [YBEAT-z]])を.V1は働きかけ (X)

ACTON-Y)を表し，概念構造ではV2の使役主 (w)の

位置にV1の [XACT ON-η 全体が埋め込まれるから，

使役事象のyと結果事象のyが共通の項としてリンクさ

れる。構造要素の複合化の副次的な変化として，このよ

うな変化は漢文動詞の本来の素性によっておこる。漢文

における非対格動詞は本来強い使役の性質を持っており

「使役動詞J(四国ativeverb)とも言われ 18，非対格動詞

をあらわす接辞の付加は一種の動詞の使役化

(causati'吋zation) と考えられる(昌 1987)。漢文におけ

る非対格動詞の影響を受けた日本語における「使役変化」

は，動詞の能格性の顕在化の過程である 13)。
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以上の調査によって日本語における「手段結果」の

語構成の規則は漢文訓読を模造したものであるのがわか

った。この模造の本質は構造要素としての非能格動詞の

日本語化である。この過程では，漢文の非能格動詞が日

本語に取り入れられ，複合動詞の後項 V2として複合化

する。
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4 おわりに

本稿では漢文訓読文における複合動調の語構成に対す

る考察を通して， 日本語の複合動詞の語構成規則に及ぼ

した漢文の影響を明らかにした。

漢文に影響される複合動詞の語構成は主に「並列」と

「手段ー結果」という二つの典型的な例がある。この二

つの語構成規則は中古以前の日本語にあまり見当たらな

かったが，中古から和文に現れた用例は漢文の語構成規

則に影響された結呆だと提案した。「並列」の複合動詞の

発達は漢文における動調の余剰要素が和文の語構成要素

として取り入れられ，複合動詞の形で定着するようにな

る過程である。一方， r手段結果」複合動詞の成立 は漢

文における能格動詞は和文において使役動詞の形に変化

し，複合動調の後項として定着する過程である。

本稿の考察を通して，漢文における語構成の規則は日

本語における漢語の形成に影響するだけではなく，和語

の語構成にも影響する可能性があることを示したい。

注釈

1)古典の言語類型研究の軍曹を畳け，松下 (1目7)は『原辞構成J1: r連

詞構成j という用語を使用した.前者は語幹I~勝着的要素を付加する

語構成であり，桂者は語や形態素の縁的な並びによる語構成である。

この二つ申概意はそれぞれ本論文の『融合的梧構成」と『分析的梧構

成」に対応できる概念ιEわれる。

2)古代日本語に動詞の檀合化が存在しているかどうかは定説はない.害

揮臼952)，金岡ー (1953)，盲留包001)などは古代日本語に複合動

詞は存在しなかったが， r動詞連用形+動詞」の曜はただの二語連続で

あると主張する。もう つの観点は檀舎動詞が古代から存在していた

が，ただし「形態的緊密性」は弱かった(井上回目組本却09;阿部 2011;

青木 2012)。本論文に聾者の研究成果に準じて，複合動詞が古代から

存在するのを論述の前提にする.

3) r並列動作の累加』を表す檀合動詞について，野村 (1971:70)は並列

動作の累加と呼ぶが，徳本(2009)における「類轟」および「並立」

の輯称に相当する個藤井 (1989:2)は「類義』と I封轟」の檀合動調

の宜味構成形式を一括して「並列」と呼ぶ.ここで， r並列檀合動調」

の呼び方を採用する固

4)徳本(却09)に「原因・理由J1:称するが，ここで「手段ー結果」の

用語に輯ーする.

5)中古漢文の三音節動詞における「並列」の宜味を表す動詞の比率はか

なり高い.朱 (199哩)の調査によると，中古漢文における「並列動詞

/ニ音曲動調」の比率を比較すると， r論衡』に 1401/20闘があり，

『賢晶経』に坦91/41田があり， r世説新曹』に 715/1541がある.

6)朱(1992:24)の調査による1:，中古の漢訳仏典にお付る三音節語草

の比畢は同時代の漢籍(中土文献)より遥かに高い。動詞を倒として，

二音節動調は『百噛経』に 956倒， r雑宝庫経』に2回6倒， r賢愚経』

に41回倒がある.二音節の語草はすでに語草の主流となったとされる白

7)日本語だけで記述された倒で複合動詞が漢文言明l読に直接に畢響された

と判断しにくいが，これまでの研究に和主における橿合動詞の漢文依

拠に封する考察があり，参考になった.青木 (2田6:10)は裡合動詞を

倒として，和文責料において漢文訓読語が多く存在すると指摘した。

倒えば， r檀合動詞に共通するものが多いー『字樟保物語』は和文の中

では漢文訓読曹の使用部目立ち，主体的には純粋な和文とは言い難い

作品である， r水盤』も漢文体の位拠資料的膳響で少なからぬ漢文訓読

置が檀用されており，漢文訓読語の混在する和瓦という意味での共通

性はあると言える」と述べた。

8)古代漢語における「手段結果」の語構成について，石 (2011:47)

は認定の基哩を提出したo rV+死」を倒として， r百齢人炭崩畳屋高」

のような用倒では「死」は自立の動詞k檀合動詞の一部町中間的な要

素であるが， r秦時六月智揮死人」のような目的曹が使用できる周倒で

は『死Iは複合動調の一部だと居、われるE この調査では，中世の使用

頻度を見ると， rV+死+OJの使用率は 143/220である.また，もう

例の調査では，劉&貌印刷 2)は『朱子語類』の用例を見ると複合

動詞の中に「手段結果jに認定できる語倒の比率は 619/4878であ

る固このようなデータから漢文における『手段結果」の複合動詞は

同時期の日本語より明らかに高いのがわかったa

9)舘格性をもっ言梧が一般的に『形態的指格言梧J(morphologically 

etgative 1a曙国，ge)と「統語的飽格言語J(町旭町血allyergati'時 language)

に区別されるにomrie1978;Di皿也 1994)，前者は屈折などの博極的変

化で能格性をあらわすが，桂者は語順や統語樟識で能格性をあらわす

とされている白

10)上代中国語は動詞に豊富な形態的な賓化があり，能格性は接辞の付

加などの形瞳変化によってあらわれると思われる(y，心盛田匂V

19曲;Pull司'blsnk.1973;Li 1983;播 l開 1)，中古中国語には屈折的な暗躍

変化が梢失lAtが，能格牲の対立がまだ動調の統語構造に費留してい

る白

11)漢文における Vt+Vl皿の構造は語レベルの構造なのか軒高レベルの

構造なのかについて論争がある個主 (1964，1989)，昌 (1987)など

置の複合動調とされるが，太岡 (1958)，Shi (2002)なEは Vt+Vl閣

は一種の I動+補足』構造と見なすE この問題について，語構成田観

点で把握するのを主張したい.つまり， Vt+Vuaの語草項目は再分析

によって『動作動調+飽格動詞」の輯帯構造に成立したものだと思わ

れる.

12)動詞の能格性の理輸が費端した以前， Choo (1珂 8:194)は漢文にお

ける封格動調を『使役動詞」と称するB

13) r能格性の顕在化』という観点は植合動詞の対照研究から得られたの
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である.望月 (19田，249)t王位田'5，178)の考察によるt，日本語に 危困 あやうく くるしむ 三蔵

は『使役動詞』のような概患はないが，漢文の檀合動詞の笹項は一般 致使 いたす せしむ 三蔵

的に能格性を持つ檀役動詞である.それに封して，日本語には能格性 出入 いづ いる 三蔵

を持つ形式で桂項動詞をあらわす. 営建 いとなむ たつ 三蔵

貿易 うる かふ 三蔵

付録 簡募 えらぷ つのる 三蔵

表3訓読資料における『並捌」複合動詞 奔臨 おがむ のぞむ 三蔵

憤濫 おこる b、古=る 三蔵
漢文表記 前項訓読 後項訓読 出自

驚漸 おどろき はじる 三蔵

昇上 あがる のぽる 金光明
驚憎 おどろく おちる 三蔵

欺証 あざむく たぷろかす 金光明 驚樗 おどろく おどろく 三蔵

洗濯 あらふ すすぐ 金光明
逐尋 おふ たずねる 三蔵

冶錬 うつ ねやす 金光明 想望 おもふ のぞむ 三蔵

親穆 うるはしぶ むつぷ 金光明 帰還 かえる かえる 三蔵

揮取 えらぷ とる 金光明 重覆 かさねる おほふ 三蔵

館錬 けつ ねやす 金光明
劫奪 かすむ うぱはれる 三蔵

持照 じする しようする 金光明
包挫 かね くだく 三蔵

遵敬 したがふ うやまふ 金光明
蔓夷 かる たひらぐる 三蔵

示教 しめす をしへる 金光明 闘承 きく うけたまわる 三蔵

了知 しらす しらす 金光明
窮迫 きわむ せまる 三蔵

知識 しらす しるす 金光明
窮極 きわむ きわむ 三蔵

知見 しらす みせる 金光明
肱履 こえる ふむ 三蔵

摂持 せっす じする 金光明 量量捗 こえる わたる 三蔵

罵辱 そしる かずかしむ 金光明 裁抑 こと』まる をさへる 三蔵

帯違 そむく たがふ 金光明
怖畏 こわる おそる 三蔵

漂詑 ただよふ うかべる 金光明 叫歌 さけぷ うたふ 三蔵

堪忍 たへる しのぶ 金光明
候望 さぶらい のぞむ 三蔵

恭敬 つつしむ うやまふ 金光明 重量謂 さへぎる とふ 三蔵

願求 ねがふ もとめる 金光明 慕楽 したう ねがふ 三蔵

宜説 のベる とく 金光明 信慕 しんじる したふ 三蔵

講説 のベる とく 金光明
抄寓 すく うっす 三蔵

演説 のベる とく 金光明 備陳 そなへる つらねる 三蔵

策勤 はげみ っとめる 金光明
尋訪 たずねる とふ 三蔵

晃耀 ひかる かがやく 金光明
尋逐 たずねる おふ 三蔵

熔鋤 ひたふ けす 金光明 尋省 たずねる かへりみる 三蔵

披著 ひらく きる 金光明
匡振 ただす すくふ 三蔵

東痩 みつる やせる 金光明 携負 たっさく おふ 三蔵

分離 わかれ はなれる 金光明
携負 たっさく おふ 三蔵

教示 をしへる しめす 金光明 漕侍 たのむ たのむ 三蔵

覚知 をぼす しらす 金光明 侍仰 たのむ あおぐ 三蔵

愛尚 あいす たふとぷ 三蔵 営構 つくる かまふ 三蔵

衆積 あつまる つむ 三蔵
嫡舷 てらす かがやく 三蔵
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はらふ
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もとむ 三蔵

たえる 三蔵

とふ 三蔵
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さがす 三蔵
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しる 沙輔

さくる 抄輔

みる 沙粛

かなしぶ 太子

いりす 太子

くるしぶ 太子

楽
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迫
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一

量
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目
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途
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一
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うつ

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子
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唐
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唐

唐

唐
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大

大
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嫡
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措
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措
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輔

輔

輔

輔

輔

輔

輔

輔

輔

輔

輔
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切

儲
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臨
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鵬
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輔

蜘

融
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融

輔
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間

棚

蛸
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悼

蹴

怖

醐
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醐

柄
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措

臨
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報

耀

閥

蹴

儲

ゅく

をかす
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あく

あける

あつまる

いつはる

うかぶ

うける

うつろふ

おこなふ

おどろく

かざる
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こふ

そなへる

たすける

たばねる

ついへる
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つくる
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つつしむ

つつしむ

つつしむ
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なでる

にごる
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まがる

まどふ

まぽる

みつ

みる

もだへる

ゆく

くる(きりて)

やぷる

のぞむ

たる

くるる

つどふ

あざむく

あそぶ

をさめる

あらたまる

ならふ

おそれる

しつる

のめる

のめる

まうける

すくう

おさめる

おとろへる

まつる
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うやまふ

ふる
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けがす

かづく

へつらふ

まよふ

たすく

ふたがる

きく

まよふ

きする

地蔵

地蔵

調諦文

調講文
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調請文
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調請文
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調諦文

調講文

調諦文

調講文

調請文

調講文

調請文

調諦文

調前文

調講文

表4劃腕資料における「手段結果」複合動間

漢文表記 前項訓読

盛摘 もる

断尽 たつ

後項割|読 出自

みつ 金光明

っくす 金光明
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やる
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西域記
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割砕 さき くだく 今昔，三宝，法華

表 5中古の和文文献における「手段結果」複合動開
掴砕 っかみ くだく 今昔

能砕 より くだく 拾遺

漢文表記 前項曹11読 後項削読 出自
打破 うち やぶる 今昔，宇津保

飢死 うえ しぬ 今昔
食破 うい やぷる 今昔

喧蹴 かつえ しぬ 宝物
押破 おし やぶる 今昔

倒死 たおれ しぬ 今昔，好忠
蹴破 け やぷる 今昔

干死 ひ しぬ 宝物
差破 さし やぶる 今昔

惑死 まどい しぬ 三宝
叩破 たたき やぶる 今昔

焼死 やけ しぬ 今昔
掴破 っかみ やぶる 今昔

病死 やみ しぬ 竹取，今昔
引破 ひき やぶる 今普，源氏

酔究 えい しぬ 今昔
吹破 ふき やぷる 拾遺

打落 うち おっ 今昔
踏破 ふみ やぷる 今普，打開

生落 うまれ おっ 宇海保
穿破 うがち やぷる 今昔

崩落 くづれ おっ 宇津保，後撰
朽破 くち やぶる 古本

萎落 しぼみ おっ 今昔
崩破 くづれ やぷる 今昔

散落 ちり おっ 今昔，宇津保
乱厳 みだれ やぶる 今昔

轟落 とどろき おっ 栄花
破破 やぶれ やぷる 今昔

抜落 ぬけ おっ 今昔
割破 われ やぶる 三宝

脱落 ぬげ おっ 今昔
打駿 うつ こほっ 枕

転落 まろび おっ 今昔，三宝，源氏
押披 おす こほっ 落窪

飛落 とび おっ 今昔，法華
切駿 きる こほっ 今昔

踊落 おどり おっ 今昔，古本
引披 ひく こほっ 源氏

射切 b、 きる 今昔
踏襲 ふむ こほっ 狭衣，今昔

打切 うち きる 枕，今昔，宝物
焼捜 ゃく とほっ 今鏡

崎蛤，枕，今昔，寝覚，
破駿 やぶる こほっ 今昔押切 おし きる

とり

掻切 かき きる 今昔

食切 くい きる 今昔，宝物，打闘
調査資料

差切 さし きる 今昔，打開
「西大寺本金光明最勝主経古点j 春日政治 1985.l!i丈手本金北野表

吹切 ふき きる 今昔
題王量古点の冨語学的研究・費輯鍾 1憧識をL

今昔，宝物，寝覚，古
引切 ひき きる 「東大寺図書曲蔵本地班十軸経元畳七年点Jr石山寺躍本法華経玄費陣

本
枯古点Jr石山寺蔵本法華経轟班長保四年点j 中田祝夫 1979 茸点本田

張切 はり きる 和泉集調
冨語学的唖究・置文第:也弘社

食切 はみ きる 今昔
「石山寺蔵沙弥十戒威儀経角掌点J，小林芳規 1987.fl筆f尉rof!f/Ili

挟切 はさみ きる 今昔
学艶研究・影関車軒篇工事弘右誓践

摘切 つみ きる 今昔

裁切 たち きる 宇樟保，古今
.r天理大学園番館蔵・国立京都博物館蔵甫梅寄帰内法伝古点Jr竜光院

庫本妙法蓮華経古駒 大坪併惜 1968.iI/Ih点茸#四研芳風間書房
定切 さだめ きる 枕，今昔

• r輿福寺本大慈恩寺三蔵法師伝古点1・築島裕 19日揮宿毛r;;l:;k蔀置手
打砕 うち くだく 今昔

三歳法轟縛古盤申橿語学僕躍究・費骨盤‘璽玄主主幸田恵急
押砕 おし くだく 今昔

.r東大寺輯薗文稿」中岡祝夫 1979薦文尋審車1帯四E車事助研'!Ji:，且
折砕 おり くだく 今昔

問書房
切砕 きり くだく 今昔，崎蛤
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• r石山寺蔵働説太子須陀筆経平安中期点」 松本光隆&軸木車 1984.r石

山寺蔵併説太子須陀撃経平安中期点・車引摘 JiiN.点'IlieiiN.点'H押σ1・

72) 即，233剖 8

「聖語蔵櫛本成実抽天長五年点」 鈴木一男 1966開成実論巻三十三天

長玉年点訳文相"南都仏教 18: 36-51;軸木一男 1956."聖梧離備陣成実

論巻十八天長五年点、について"奈良学芸大学紀要 (5)1，23-36;鈴木一男

1956. "聖語瞳醐本成実輪巻十一天長玉年点訳文稿"書陵部紀要 6:1-18; 

鈴木 男 1955."聖語草印本成事論巻十三天長五年点訳文稿"奈良学甚

大学紀要 (4)1，67-78; 齢木一男 1957."成実輸巻三十三天長五年点"書

陵部紀要 8，19-39

・万葉集横車システム Ver2.2.0 山口大学表現情報処理コース

出tp:/{m:fux03且f.'血抑血 暗 田:hi-u.皿.j(向"""戸ぽ咽2_21四時叫が司P

・大系本文データベース(旧日本古典文学本文データベース)

曽駒i!b樹 首 且ijl齢 M 国文学費料館 原典 日本古典文学大系(岩披

香底 1957-1969) 
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